
（単位：百万円）

金 額 金 額

49,790 3,288,370 

49,790 2,485 

28,300 3,285,885 

6,040 1,260 

31,701 49,050 

3,220,656 17 

338,895 32,513 

7,905 11,175 

271,216 176 

752,284 129 

1,850,355 2,248 

85 2,787 

85 131 

1 5 

1 1,714 

26,891 3,538 

28,942 3,344,071 

13,586 

32 117,500 

8,126 67,500 

202 67,500 

2,679 △ 144,632 

2,861 △ 144,632 

1,116 繰 越 利 益 剰 余 金 △ 144,632 

337 40,367 

△ 8 7,961 

7,961 

48,329 

3,392,400 3,392,400 

2013年度（2014年３月31日現在）貸借対照表

科 目 科 目

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

コ ー ル ロ ー ン 責 任 準 備 金

再 保 険 借買 入 金 銭 債 権

現 金 及 び 預 貯 金 保 険 契 約 準 備 金

預 貯 金 支 払 備 金

地 方 債

未 払 金

社 債

未 払 費 用

有 価 証 券

そ の 他 負 債

国 債

未 払 法 人 税 等

金 銭 の 信 託

外 国 証 券

預 り 金

そ の 他 の 証 券

有 形 固 定 資 産

金 融 派 生 商 品

先 物 取 引 差 金 勘 定

その他の無形固定資産

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

再 保 険 貸

価 格 変 動 準 備 金

その他の有形固定資産

仮 受 金

無 形 固 定 資 産

退 職 給 付 引 当 金

前 払 費 用

（ 純 資 産 の 部 ）

未 収 収 益

資 本 金

そ の 他 資 産

繰 延 税 金 負 債

未 収 金

負 債 の 部 合 計

利 益 剰 余 金

仮 払 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

預 託 金

資 本 剰 余 金

先 物 取 引 差 入 証 拠 金

資 本 準 備 金

2013年度　決算公告

貸 倒 引 当 金

株 主 資 本 合 計

資 産 の 部 合 計 負債及び純資産の部合計

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 の 部 合 計

その他有価証券評価差額金

そ の 他 の 資 産

金 融 派 生 商 品



（貸借対照表の注記）

１ 　有価証券（買入金銭債権のうち有価証券に準じるものを含む）の評価は、次のとおりであります。

　　①売買目的有価証券については時価法（売却原価の算定は移動平均法）によっております。

　　②責任準備金対応債券（「保険業における「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上及び監
　　　査上の取扱い」（日本公認会計士協会　業種別監査委員会報告第21号）に基づく責任準備金対
　　　応債券をいう。）については移動平均法による償却原価法（定額法）によっております。

　　③その他有価証券のうち時価のあるものについては決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原
　　　価の算定は移動平均法）、時価を把握することが極めて困難と認められるものについては取得
　　　原価をもって貸借対照表価額としております。

　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。

２ 　責任準備金対応債券に係るリスク管理方針の概要は、次のとおりであります。
  保険商品の特性に応じて小区分を設定し、リスク管理を適切に行うために、各小区分を踏まえた全体的
な資産運用方針と資金配分計画を策定しております。また、責任準備金対応債券と責任準備金のデュレー
ションが一定幅の中で一致していることを、定期的に検証しております。なお、小区分は次のとおり設定
しております。
　　①個人保険・個人年金保険（円貨建・短期）
　　②個人保険・個人年金保険（円貨建・長期）
　　③個人保険・個人年金保険（米ドル建）
　　④個人保険・個人年金保険（豪ドル建）
　ただし、一部保険種類・保険契約を除く。

（追加情報）
　当年度より、ＡＬＭ運用の更なる高度化へ向けて、負債状況を踏まえた適切なデュレーション・コント
ロールを行うことを目的に、個人保険・個人年金保険（円貨建・長期）を新たに設定しております。な
お、この変更による損益への影響はありません。

３ 　デリバティブ取引（金銭の信託および外国証券（投資信託）内において実施しているデリバティブ取引
を含む）の評価は時価法によっております。

４ 　有形固定資産の減価償却の方法は定率法によっております。
　なお、その他の有形固定資産のうち取得価額が 10万円以上 20万円未満のものについては、３年間で均
等償却を行っております。

５ 　無形固定資産の減価償却の方法は定額法によっております。

６ 　外貨建資産および負債は、決算日の為替相場により円換算しております。
　なお、外貨建その他有価証券のうち債券に係る換算差額については、外国通貨による時価の変動に係る
換算差額を評価差額として処理し、それ以外の差額を為替差損益として処理しております。

７ 　貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準に則り、貸倒実績等から算出した貸倒実績率
を債権額に乗じた金額を計上しております。また、すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連
部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果
に基づいて上記の引当を行っております。

８ 　退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当年度末における退職給付債務の見込額に基づき
計上しております。退職給付引当金および退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額
を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

９ 　役員退職慰労引当金は、親会社である第一生命保険株式会社から出向する役員の退職慰労金の同社への
支払に備えるため、同社の退職金規程に基づく当年度末要支給額のうち当社負担額を計上しております。

１０ 　価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した金額を計上しております。

１１ 　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、
「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）および「リース取引に関する会計基準の適用指
針」（企業会計基準適用指針第16号）に基づき、次のとおり処理しております。
　　①2008年４月１日以降のリース契約のうち、少額リース資産以外の取引については、通常の売
　　　買取引に係る方法に準じた会計処理
　　②上記以外の取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

１２ 　消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、資産に係る控除対象外消
費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、前払費用に計上し５年間で均等償却し、繰延消費
税等以外のものについては、発生年度に費用処理しております。



１３ 　責任準備金は、保険業法第116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については次の方式により
計算しております。
　  ①標準責任準備金の対象契約については、金融庁長官が定める方式（平成８年大蔵省告示
　　　第48号）
　　②標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式

１４ 　保険業法第118条第１項に規定する特別勘定以外の勘定である一般勘定の資産運用は、生命保険契約の持
つ負債特性を考慮し、長期にわたる年金や保険金・給付金を安定的に支払うことを主眼として、ＡＬＭ
(Asset Liability Management：資産・負債総合管理）に基づく確定利付資産（公社債等）を中心とした運
用を行っております。
　また、変額個人年金保険に係る最低保証リスクの軽減を主たる目的として、デリバティブ取引（為替予
約取引、通貨先物取引、株価指数先物取引、債券先物取引）を利用しております。
　なお、主な金融商品として、有価証券およびデリバティブ取引は市場リスクおよび信用リスクに晒され
ております。

　市場リスクの管理にあたっては、資産運用に関する方針および市場リスク管理に関する社規等に従い、
負債に対応した中長期的な運用を行うものとし、ポジション状況および運用方針との整合性を確認し、バ
リュー・アット・リスクにより予想損失額を測定するなどの管理を行っております。

　信用リスクの管理にあたっては、資産運用に関する方針および信用リスク管理に関する社規等に従い、
信用リスクが特定の企業・グループに集中することを防止するための与信枠を設定し、個別取引ごとに事
前の審査および事後のフォローを実施するとともに、バリュー・アット・リスクにより予想損失額を測定
するなど信用リスクの把握・分析を行っております。

　変額個人年金保険に係る最低保証リスクの軽減を主たる目的とするデリバティブ取引に関しては、最低
保証リスクに対する取組みの方針および社規等に従い、ヘッジの有効性を検証し、デリバティブ取引から
生じる日々の損益を管理するとともに、最低保証リスクの軽減状況、バリュー・アット・リスクによる予
想損失額の測定等を定期的に行っております。

　最低保証リスクを含む全社的なリスクの状況については、リスク管理の統括所管であるコンプライアン
ス・リスク管理部を通じ、定期的に取締役会等に報告しております。

　金融商品に係る貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりであります。

　
　　（注）デリバティブ取引には、金銭の信託および外国証券（投資信託）内において実施してい
　　　　　るものを含んでいます。デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表
　　　　　示しており、合計で正味の債務となる項目については「△」を付して表示しております。

（単位：百万円）

貸借対照表

計上額

(１)　現金及び預貯金 49,790 49,790 -

(２)　コールローン 28,300 28,300 -

(３)　買入金銭債権 6,040 6,040 -

(４)　金銭の信託 31,701 31,701 -

(５)　有価証券 3,220,656 3,226,628 5,972

　①　売買目的有価証券 1,799,264 1,799,264 -

　②　責任準備金対応債券 734,108 740,080 5,972

　③　その他有価証券 687,283 687,283 -

資　産　計 3,336,488 3,342,461 5,972

デリバティブ取引

　①　ヘッジ会計が適用されていないもの △ 372 △ 372 -

デリバティブ取引計 △ 372 △ 372 -

時価 差額



　金融商品の時価の算定方法は、次のとおりであります。

　　①現金及び預貯金
　　　預貯金はすべて満期のないものであり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価
　　　額によっております。
　　②コールローン
　　　コールローンはすべて満期までの期間が短いため、時価は帳簿価額と近似していることから、
　　　当該帳簿価額によっております。
　　③買入金銭債権
　　　買入金銭債権は合理的に算定された価額によっております。
　　④金銭の信託
　　　金銭の信託内で実施しているデリバティブ取引の時価については、「⑥デリバティブ取引」に
　　　記載のとおりであります。
　　⑤有価証券
　　　債券は取引所等の価格によっており、投資信託は基準価格によっております。
　　⑥デリバティブ取引
　　　為替予約取引の時価については、決算日の先物相場を使用しており、通貨スワップ取引の時価
　　　については、割引現在価値法により算出した価額によっております。トータル・リターン・ス
　　　ワップの時価については、決算日の参照指数により算定した価額によっております。先物取引
　　　等の市場取引の時価については、取引所における最終価格によっております。

１５ 　有形固定資産の減価償却累計額は、131百万円であります。

１６ 　消費貸借契約により貸し付けている有価証券の貸借対照表価額は、10,341百万円であります。

１７ 　保険業法第118条に規定する特別勘定の資産の金額は 1,808,811百万円であります。なお、負債の金額も
同額であります。

１８ 　関係会社に対する金銭債務の総額は 23百万円であります。

１９ 　繰延税金資産の発生の主な原因は、保険契約準備金 33,028百万円、繰越欠損金 8,993百万円であり、繰
延税金負債の発生の主な原因は、その他有価証券の評価差額 3,538百万円であります。繰延税金資産のう
ち評価性引当額として控除した額は、44,852百万円であります。

２０ 　当年度における法定実効税率は 33.32％であり、法人税等の負担率は △0.39％であります。その差異の
主な内訳は、評価性引当額 △33.90％であります。

２１ 　担保に供されている資産の金額は、有価証券 4,611百万円であります。

２２ 　売却又は担保という方法で自由に処分できる権利を有している資産は、再保険取引およびデリバティブ
取引の担保として受け入れている有価証券であり、当期末に当該処分を行わずに所有しているものの時価
は 8,015百万円であり、再担保に差し入れているものはありません。

２３ 　保険業法施行規則第73条第３項において準用する同規則第71条第１項に規定する再保険に付した部分に
相当する支払備金（以下「出再支払備金」という。）の金額は 1百万円であり、同規則第71条第１項に規
定する再保険に付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備金」という。）の金額は 12,262百
万円であります。

２４ 　保険業法第259条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当年度末における当社の今後の負担見
積額は 2,136百万円であります。なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。

２５ 　１株当たりの純資産額は 26,123,971円33銭であります。



（単位：百万円）

金 額

1,417,841 

1,266,038 

1,145,773 

120,264 

151,800 

23,511 

預 貯 金 利 息 127 

有 価 証 券 利 息 ・ 配 当 金 23,260 

そ の 他 利 息 配 当 金 123 

8,034 

291 

6,610 

113,353 

2 

2 

1,433,733 

323,877 

2,570 

1,461 

20,506 

167,210 

3,678 

128,449 

1,018,384 

946 

1,017,438 

35,846 

0 

19,178 

3,879 

189 

11,947 

7 

644 

50,729 

4,895 

4,825 

41 

27 

0 

15,892 

943 

4 

939 

16,835 

65 

65 

16,901 

2013年４月１日から

2013年度　　　　　　　　　　　　　　　損益計算書

2014年３月31日まで

科 目

経　　　常　　　費　　　用

為 替 差 益

経　　　常　　　収　　　益

保 険 料 等 収 入

保 険 料

有 価 証 券 償 還 益

資 産 運 用 収 益

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入

有 価 証 券 売 却 益

再 保 険 収 入

特 別 勘 定 資 産 運 用 益

そ の 他 経 常 収 益

責 任 準 備 金 繰 入 額

保 険 金 等 支 払 金

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

年 金

そ の 他 返 戻 金

再 保 険 料

支 払 備 金 繰 入 額

当 期 純 損 失

価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額

税 引 前 当 期 純 損 失

法 人 税 及 び 住 民 税

金 融 派 生 商 品 費 用

法 人 税 等 合 計

そ の 他 の 経 常 収 益

保 険 金

そ の 他 運 用 費 用

税 金

資 産 運 用 費 用

事 業 費

そ の 他 経 常 費 用

給 付 金

解 約 返 戻 金

特　　　別　　　損　　　失

経　　　常　　　損　　　失

そ の 他 の 経 常 費 用

固 定 資 産 等 処 分 損

支 払 利 息

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

減 価 償 却 費

退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 損

有 価 証 券 売 却 損

金 銭 の 信 託 運 用 損



（損益計算書の注記）

１ 　関係会社との取引による収益の総額は 0百万円、費用の総額は 213百万円であります。

２ 　有価証券売却益の主な内訳は、国債等債券 768百万円、外国証券 7,265百万円であります。

３ 　有価証券売却損の主な内訳は、国債等債券 79百万円、外国証券 110百万円であります。

４ 　再保険収入には、出再保険事業費受入 38,818百万円を含んでおります。

５ 　再保険料には、出再保険責任準備金移転額 107,261百万円および出再保険責任準備金調整額 9,301百万
円を含んでおります。

６ 　支払備金繰入額の計算上、足し上げられた出再支払備金戻入額の金額は 0百万円、責任準備金繰入額の
計算上、差し引かれた出再責任準備金繰入額の金額は 4,025百万円であります。

７ 　売買目的有価証券運用損の主な内訳は、評価損 3,879百万円であります。

８ 　金銭の信託運用損には、評価損が 19,178百万円含まれております。

９ 　金融派生商品費用には、評価益が 2,686百万円含まれております。

１０ 　１株あたり当期純損失の金額は 9,135,746円84銭であります。


